
参考：ガスクロマトグラフとは 

 気体や液体の分析に一般的に使われる分析法のひとつ。試料の成分を分離し

て分析する方法。 

 検出器にも様々な種類が有り、分析対象、求める精度等により、使用する検

出器が異なる。 
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TB No.2 ガスクロマトグラフ 

PID（光イオン化検出器）
特徴： 
ベンゼンなどの二重結合
を持つ化合物に特異的に
感度を発揮する検出器で
す。 
 

ELCD（電気伝導度検出器）
特徴： 
塩素、臭素等のハロゲン元
素を含む成分測定に使い
ます。有機塩素化合物（ト
リクロロエチレンなど）の
分析によく使われます。 

「ピーク」という。 
「この保持時間でピークが出た」＝ 
「トルエンがピークの量だけ検出さ
れた」とされる。 

 


